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株式市場の動き 

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。週初は良好な日銀
短観の発表を受けて反発して始まりましたが、そ
の後は北朝鮮問題に絡む地政学リスクの高まりや
円安/ドル高の動きから一進一退の動きとなりまし
た。週末は、米雇用統計への警戒感から値が重く
なり、日経平均株価は2万円を割り込んで引けま
した。（週末引け値：19,929.09円） 
 

 週間では、日経平均株価は0.52％の下落、東証株
価指数は0.30％の下落でした。   

（1）日本の株式・債券市場 
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週間市場レポート 
（2017年7月3日～7月7日） 

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成 

債券市場の動き 

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
でほぼ横ばいの動きとなりました。週初は前週末の
欧米市場での債券安が波及する形で金利は上昇（価
格は下落）しました。その後、日銀が5ヵ月ぶりと
なる指値オペを行ったことから金利は下落するなど、
財務省が実施した10年国債入札の順調な結果が相場
を支えたものの、欧米市場での金利の上昇観測が重
荷となり、一進一退の展開となりました。（週末引
け値：0.087％） 
 

 週間では、0.001％の上昇となりました。 

（審査確認番号H29-TB157） 

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成 
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市場の動き 

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。週初は、6月のISM製造業景
況感指数が市場予想を上回ったことなどから、米国
株式相場は上昇して始まりました。その後は、原油
価格の下落により上値が重くなりましたが、FOMC
（連邦公開市場委員会）議事録で、バランスシート
縮小開始の時期を巡って意見が割れ、想定よりハト
派（金融緩和積極派）的な内容だったとの見方から
値を戻しました。（週末引け値：21,414.34ドル） 
 

 週間ではNYダウは0.30％の上昇となりました。 

（2）米国の株式市場 

（3）外国為替市場 
市場の動き 

 先週の米ドル/円相場は、前週比で円安/米ドル高と
なりました。週初は東京都議会選にて自民党が大敗
したことや欧米市場で金利が上昇したことから、円
売り・ドル買いで始まりました。その後は北朝鮮に
より大陸弾道ミサイル発射実験成功など地政学リス
クの高まりから円が買われました。週末は地政学リ
スクを受けても、日経平均株価が大きく下落しな
かったことや日銀の指値オペを受け、円を売りドル
を買う動きとなりました。（週末引け値：113円
69銭～71銭） 
 

 週間では米ドル/円は1.36％の円安、ユーロ/円は
1.18％の円安となりました。 

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成 

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成 
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